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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トリビュタリスロット単位でクライアント信号が割り当てられた情報データを格納する
ペイロード領域と、前記情報データに対する誤り訂正符号を格納する符号領域と、で構成
される伝送フレームを伝送する光伝送システムにおけるフレーム生成方法であって、
　前記伝送フレームが伝送される通信路の品質に基づいて符号化利得を算出する符号化利
得算出ステップと、
　前記符号化利得に基づいて前記符号領域に格納する誤り訂正符号では冗長度が不足する
と判断した場合に、前記ペイロード領域内に誤り訂正符号を格納する可変パリティ領域を
設定し、前記符号領域および前記可変パリティ領域に誤り訂正符号を格納した伝送フレー
ムを生成する伝送フレーム生成ステップと、
　を含み、
　トリビュタリスロット単位で前記可変パリティ領域を設定することを特徴とするフレー
ム生成方法。
【請求項２】
　前記伝送フレームを、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ.７０９勧告に示されたＯＴＵｋフレームまたは
ＯＴＵｋフレームのＦＥＣ冗長領域を拡大したフレームとし、前記トリビュタリスロット
は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ.７０９勧告に示されたＯＰＵｋトリビュタリスロットであることを
特徴とする請求項１に記載のフレーム生成方法。
【請求項３】



(2) JP 5687362 B2 2015.3.18

10

20

30

40

50

　前記符号領域をＦＥＣ冗長領域とし、
　前記フレーム生成方法では、前記ペイロード領域内にＦＥＣ冗長領域に隣接する側から
列単位で前記可変パリティ領域を設定することを特徴とする請求項１または２に記載のフ
レーム生成方法。
【請求項４】
　前記フレーム生成方法では、前記ペイロード領域内のＮＵＬＬデータが格納される領域
を前記可変パリティ領域として設定することを特徴とする請求項１、２または３に記載の
フレーム生成方法。
【請求項５】
　前記フレーム生成方法では、前記ペイロード領域内の固定スタッフ領域を前記可変パリ
ティ領域として設定することを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載のフレーム
生成方法。
【請求項６】
　前記フレーム生成方法では、前記ペイロード領域内のＩＴＵ－Ｔ　Ｇ.７０９勧告に示
されたＧＭＰによる固定スタッフ領域を前記可変パリティ領域として設定することを特徴
とする請求項１～５のいずれか１つに記載のフレーム生成方法。
【請求項７】
　トリビュタリスロット単位でクライアント信号が割り当てられた情報データを格納する
ペイロード領域と、前記情報データに対する誤り訂正符号を格納する符号領域と、で構成
される伝送フレームを伝送する光伝送装置であって、
　前記伝送フレームが伝送される通信路の品質に基づいて符号化利得を算出する符号化利
得算出部と、
　前記符号化利得に基づいて前記符号領域に格納する誤り訂正符号では冗長度が不足する
と判断した場合に、前記ペイロード領域内に誤り訂正符号を格納する可変パリティ領域を
設定し、前記符号領域および前記可変パリティ領域に誤り訂正符号を格納した伝送フレー
ムを生成する伝送フレーム生成部と、
　を備え、
　前記伝送フレーム生成部は、トリビュタリスロット単位で前記可変パリティ領域を設定
することを特徴とする光伝送装置。
【請求項８】
　トリビュタリスロット単位でクライアント信号が割り当てられた情報データを格納する
ペイロード領域と、前記情報データに対する誤り訂正符号を格納する符号領域と、で構成
される伝送フレームを伝送する光伝送システムであって、
　請求項７に記載の光伝送装置である第１の光伝送装置と、
　前記第１の光伝送装置から伝送フレームを受信し、受信した伝送フレームに格納された
誤り訂正符号に基づいて当該伝送フレームに格納された情報データの誤り復号処理を行う
第２の光伝送装置と、
　を備えることを特徴とする光伝送システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレーム生成方法、光伝送装置および光伝送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　誤り訂正技術としてＦＥＣを実施する場合、データの伝送には誤り訂正符号が格納され
たＦＥＣフレームが用いられる。光通信システムにおける従来のＦＥＣフレーム構成方法
として、ＯＴＵｋ（Ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｕｎｉｔ－
ｋ）フレームの冗長領域を拡大した方法が適用されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
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　また、上記ＯＴＵｋフレームの冗長領域を拡大することを前提として、伝送速度上昇に
よる伝送ペナルティ増加と冗長領域拡大による符号化利得とのトレードオフを考慮し、冗
長度２０％が適当との提案がなされている（例えば、非特許文献１参照）。
【０００４】
　さらに、デジタル光伝送システムにおいて、複数種類の誤り訂正回路を設けて、伝送路
の状態に応じて誤り訂正回路を切り替える方法が提案されている（例えば、特許文献２参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】国際公開第２０１１／０６８０４５号
【特許文献２】特開２０１０－２７８９７４号公報
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】ＯＩＦ（Ｏｐｔｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ　Ｆｏｒｕｍ
），“ＯＩＦ－ＦＥＣ－１００Ｇ－０１．０”，Ｍａｙ　２０１０
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、上記従来のＯＴＵｋフレームの冗長領域を拡大する方法では、伝送速度
が上昇する。このため、伝送ペナルティとのトレードオフにより、冗長度が２０％を超え
ると、伝送品質を向上できないだけではなく、かえって、伝送特性が劣化する問題があっ
た。
【０００８】
　また、複数種類の誤り訂正回路を設けて、伝送路の状態に応じて切り替える方法では、
光通信における伝送フレームへの適合が考慮されておらず、光通信における伝送フレーム
への適合方法が課題であった。
【０００９】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、伝送速度の上昇を回避しつつ、光通信
における伝送フレームとの親和性に優れたＦＥＣフレームを構成し、高品質な光伝送を実
現することができるフレーム生成方法、光伝送装置および光伝送システムを得ることを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、トリビュタリスロット単位
でクライアント信号が割り当てられた情報データを格納するペイロード領域と、前記情報
データに対する誤り訂正符号を格納する符号領域と、で構成される伝送フレームを伝送す
る光伝送システムにおけるフレーム生成方法であって、前記伝送フレームが伝送される通
信路の品質に基づいて符号化利得を算出する符号化利得算出ステップと、前記符号化利得
に基づいて前記符号領域に格納する誤り訂正符号では冗長度が不足すると判断した場合に
、前記ペイロード領域内に誤り訂正符号を格納する可変パリティ領域を設定し、前記符号
領域および前記可変パリティ領域に誤り訂正符号を格納した伝送フレームを生成する伝送
フレーム生成ステップと、を含み、トリビュタリスロット単位で前記可変パリティ領域を
設定することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明にかかる光通信装置は、伝送速度の上昇を回避しつつ、光通信における伝送フレ
ームとの親和性に優れたＦＥＣフレームを構成し、高品質な光伝送を実現することができ
るという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
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【００１２】
【図１】図１は、実施の形態１のデジタル光伝送システムの構成例を示す図である。
【図２】図２は、光伝送装置の機能構成例を示す構成図である。
【図３】図３は、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎ　Ｇ．７０９に示されたＯ
ＴＵｋフレームのフレーム構成を示す図である。
【図４】図４は、ＯＰＵｋトリビュタリスロット（ｋ＝４）割当ての説明図である。
【図５】図５は、クライアント信号のトリビュタリスロット割当てと可変ＦＥＣパリティ
割当ての一例を示す説明図である。
【図６】図６は、トリビュタリスロット割当ての手順の一例を示すフローチャートである
。
【図７】図７は、実施の形態１の効果を説明する説明図である。
【図８】図８は、連続しないトリビュタリスロットに可変ＦＥＣパリティを割当てる場合
のフレーム構成例を示す図である。
【図９】図９は、実施の形態２の可変ＦＥＣパリティ領域の割当方法の一例を示す図であ
る。
【図１０】図１０は、実施の形態２のトリビュタリスロット割当ての手順の一例を示すフ
ローチャートである。
【図１１】図１１は、実施の形態３の可変ＦＥＣパリティ領域の割当方法の一例を示す図
である。
【図１２】図１２は、実施の形態４の可変ＦＥＣパリティ領域の割当方法の一例を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下に、本発明にかかるフレーム生成方法、光伝送装置および光伝送システムの実施の
形態を図面に基づいて詳細に説明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定され
るものではない。
【００１４】
実施の形態１．
　図１は、本発明にかかるデジタル光伝送システム（以下、光伝送システムという）の実
施の形態１の構成例を示す図である。図１に示すように、本実施の形態の光伝送システム
は、光伝送装置１－１，１－２と、通信路２と、を備える。
【００１５】
　光伝送装置１－１，１－２は、クライアント送受信信号（情報データを表す電気信号）
と光送受信信号の相互変換、例えば、クライアント信号と光伝送フレームとのマッピング
、デマッピング処理や、誤り訂正符号化および復号処理、電気／光変換などを行う。光伝
送装置１－１，１－２は、通信路２を介して双方向通信を行う。
【００１６】
　図２は、光伝送装置１－１の機能構成例を示す構成図である。光伝送装置１－２も光伝
送装置１－１と同様の構成である。図２では、上段に示したマッピング部１１、ＯＤＵ（
Ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）多重部１２、ＯＴＵフレーム生
成部（伝送フレーム生成部）１３および電気／光変換部（Ｅ／Ｏ）１４は、クライアント
送信信号を光送信信号として送信する処理を行う送信処理部を構成する。下段に示した光
／電気変換部（Ｏ／Ｅ）１５、ＯＴＵフレーム終端部１６、ＯＤＵ多重分離部１７および
デマッピング部１８は、光受信信号に対する受信処理を行う受信処理部を構成する。
【００１７】
　図２に示したマッピング１１は、１つ以上のクライアント送信信号、例えば、ギガビッ
トイーサネット（登録商標）信号や、１０ギガビットイーサネット（登録商標）信号およ
び１００Ｇビットイーサネット（登録商標）信号、あるいは、ＳＴＭ－Ｎ（Ｎ＝１、４、
１６、６４、２５６）信号等をＯＤＵフレームへ収容する。ＯＤＵ多重部１２は、マッピ
ング１１から出力される複数のＯＤＵを多重する。ＯＴＵフレーム生成１３は、多重され
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た信号に対してＯＨ（Ｏｖｅｒ　Ｈｅａｄ）の付加や、誤り訂正符号化等を行い、ＯＴＵ
フレームを生成する。Ｅ／Ｏ１４は、ＯＴＵ（Ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄａｔ
ａ　Ｕｎｉｔ）フレームを電気／光変換し、変換後の光送信信号を通信路２へ出力する。
【００１８】
　一方、Ｏ／Ｅ１５は、通信路２経由で受信した光受信信号を電気信号へ光／電気変換す
る。ＯＴＵフレーム終端部１６は、電気信号に対してＯＨの各種処理、誤り訂正復号等を
行う。ＯＤＵ多重分離部１７は、ＯＴＵフレームに多重収容された１つ以上のＯＤＵを多
重分離する。デマッピング部１８は、多重分離されたそれぞれのＯＤＵに収容されたデー
タ信号をデマッピングして、送信されたもとのクライアント信号（クライアント受信信号
）を出力する。
【００１９】
　例えば、ＯＴＵフレームとしてＯＴＵｋフレームを用いることができる。図３は、ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎ　Ｇ．７０９に示されたＯＴＵｋフレームのフレ
ーム構成を示す図である。図３に示すように、ＯＴＵｋフレームは、クライアント信号の
ような実際の通信データを格納するためのペイロード、フレーム同期のためのＦＡ　ＯＨ
（Ｆｒａｍｅ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ＯｖｅｒＨｅａｄ）、保守監視情報のためのＯＴＵ
ｋ　ＯＨおよびＯＤＵｋ　ＯＨ（Ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ
－ｋ　ＯｖｅｒＨｅａｄ）、および、ペイロードのマッピングのためのＯＰＵｋ　ＯＨ（
Ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　Ｐａｙｌｏａｄ　Ｕｎｉｔ－ｋ）で構成され、さらに
、伝送後の光品質の劣化によるビット誤りを訂正するための誤り訂正符号の情報を格納す
るＦＥＣ冗長領域を有している。通常、誤り訂正符号としてはリード・ソロモン符号（以
下、ＲＳ符号という）（２５５，２３９）が用いられる。なお、一般的に、ＦＡ　ＯＨ、
ＯＴＵｋ　ＯＨ、ＯＤＵｋ　ＯＨ、および、ＯＰＵｋ　ＯＨで構成された部分をオーバヘ
ッドと呼ぶ。なお、誤り訂正符号は、ＲＳ符号（２５５，２３９）に限定されない。
【００２０】
　このように、光伝送システムにおいては、実際に送信したい情報データであるペイロー
ドに、オーバヘッドと誤り訂正符号とを付加した伝送フレームを形成し、それを高速かつ
長距離に伝送している。
【００２１】
　次に動作について、図を参照して説明する。図４は、図３に示したＯＴＵｋフレーム（
ｋ＝４）における、ＩＴＵ－Ｔ　Ｇ．７０９勧告に示されたＯＰＵｋトリビュタリスロッ
ト（ｋ＝４）割当ての説明図である。ペイロード領域には、１番から８０番までのトリビ
ュタリスロットが割当てられており、３８１７から３８２４列は固定スタッフ（ＦＳ：　
Ｆｉｘｅｄ　Ｓｔｕｆｆ）となっている。
【００２２】
　各トリビュタリスロットには、例えば、ギガビットイーサネット信号を８０チャネル多
重して収容する場合、トリビュタリスロット番号１には１チャネル目のギガビットイーサ
ネット信号が収容され、トリビュタリスロット番号２には２チャネル目のギガビットイー
サネット信号が収容され、以下同様に、トリビュタリスロット番号８０には８０チャネル
目のギガビットイーサネット信号が収容されうる。また、１０ギガビットイーサネットを
１０チャネル多重化する場合には、例えば、トリビュタリスロット番号１～８に１チャネ
ル目の１０ギガビットイーサネット信号が収容され、トリビュタリスロット番号９～１６
には２チャネル目の１０ギガビットイーサネット信号が収容され、以下同様に、トリビュ
タリスロット番号７３～８０には１０チャネル目の１０ギガビットイーサネット信号が収
容されうる。
【００２３】
　なお、ここでは、各チャネルを収容するトリビュタリスロット番号を１～８のように連
番の例を説明したが、連番の割当てに限らず、合計で８個のトリビュタリスロットとなる
ように任意のトリビュタリスロットを任意のチャネルの１０ギガビットイーサネット信号
に対応させて収容してもよい。また、８０個のトリビュタリスロット内で複数種類のクラ
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イアント信号を混在収容させてもよい。
【００２４】
　図５は、クライアント信号のトリビュタリスロット割当てと可変ＦＥＣパリティ（ＶＦ
Ｐ：Ｖａｒｉａｂｌｅ　ＦＥＣ　Ｐａｒｉｔｙ）割当ての一例を示す説明図である。図５
（ａ）では、ＯＤＵ３（Ｏｐｔｉｃａｌ　ｃｈｎｎｅｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ　３）を１
チャネル、ＯＤＵ２を２チャネル、ＯＤＵ０を２チャネル収容している場合を示している
。ここで、ＯＤＵ３は、クライアント信号として４０ギガビットのＳＴＭ－２５６信号な
どを収容するユニット、ＯＤＵ２は１０ギガビットのＳＴＭ－６４信号や１０ギガビット
イーサネット信号などを収容するユニット、ＯＤＵ０は、１．２５ギガビットのギガビッ
トイーサネット信号などを収容するユニットの名称である。
【００２５】
　今、図１に示した通信路２の特性劣化が大きく、図５（ａ）に示したＦＥＣ冗長領域の
みを用いた誤り訂正符号では、所定の伝送品質を満足することができないとする。この場
合、図５（ｂ）に示すように、空いているＮＵＬＬのトリビュタリスロット番号位置を可
変ＦＥＣパリティとして、誤り訂正符号で使用するよう構成する。さらに、図５（ｂ）の
ように構成しても所定の伝送品質が得られない場合には、図５（ｃ）に示すように、収容
するユーザデータ信号で使用できるトリビュタリスロットを制限して、ＶＦＰ領域を拡大
する。
【００２６】
　図６は、トリビュタリスロット割当ての手順（フレーム生成手順）の一例を示すフロー
チャートである。まず、光伝送装置１－１，１－２は、光伝送システムの通信路２の品質
を算定し（ステップＳ１）、必要となる符号化利得を算出する（ステップＳ２）。具体的
には、例えば、光伝送装置１－１，１－２は、光受信信号のビットエラー等の伝送品質を
算定し、その算定結果に基づいて符号化利得を算出する符号化利得算出部を備える。伝送
品質算定部は、例えば、ＯＴＵフレーム終端部１６内に備える。または、送信側が実際の
ＯＴＵｋフレームを用いて付加するパリティを順次増やしていき、受信側のＯＴＵフレー
ム終端部１６が誤りの発生しなくなる符号化利得を決定してもよい。なお、通信路２の品
質の算定方法は、これらに限定されない。
【００２７】
　これにより、ＶＦＰで必要となるトリビュタリスロット数が決定されるので、光伝送装
置１－１，１－２のＯＴＵフレーム生成部１３は、ＶＦＰで必要となるトリビュタリスロ
ット数に基づいてクライアント信号の最大収容帯域と可変ＦＥＣパリティ領域とを設定す
る（ステップＳ３，ステップＳ４）。
【００２８】
　なお、可変ＦＥＣパリティ領域とＦＥＣ冗長領域とで単一の誤り訂正符号を使用しても
よく、また、複数の誤り訂正符号を用いた連接符合や積符号、あるいは、それぞれ独立し
た複数の誤り訂正符号を使用してもよい。さらに、可変ＦＥＣパリティ領域とＦＥＣ冗長
領域とを任意の比率で、複数の誤り訂正符号で使用してもよい。各符号は、ＲＳ符号や、
ＢＣＨ符号、あるいは、ＬＤＰＣ符号等、いずれの誤り訂正符号を用いてもよく、また、
これら誤り訂正符号の任意の組み合わせを用いてもよい。受信側では軟判定復号や繰り返
し復号による誤り訂正アルゴリズムを用いてもよい。
【００２９】
　なお、ここでは、光伝送装置１－１，１－２がそれぞれの符号化利得を算出する例を説
明したが、光伝送装置１－１，１－２のいずれか一方が符号化利得を算出し、他方へ符号
化利得を通知するようにしてもよい。さらに、光伝送装置１－１，１－２を運用管理する
図示していない監視制御装置等により符号化利得を算出し、光伝送装置１－１，１－２へ
通知するようにしてもよい。
【００３０】
　図７は、本実施の形態の効果を説明する説明図であり、横軸はＦＥＣの冗長度を示し、
縦軸は利得を示している。実線はＦＥＣ符号化利得（冗長度を増やした場合の符号化利得
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）２０を示し、点線の帯域制限２１は帯域制限による利得を示し、破線は実効的な符号化
利得２２を示している。従来技術で説明したように、従来の冗長領域を拡大する方法では
、ＦＥＣの冗長度の増大に伴い、伝送速度が増加すると、帯域制限２１によるペナルティ
が増加し、ＦＥＣ符号化利得２０と帯域制限２１とを併せたＦＥＣの実効的な符号化利得
２２の向上に限界が生じる。
【００３１】
　これに対し、本実施では、伝送速度を一定として、ペイロード領域のトリビュタリスロ
ットを可変ＦＥＣパリティとして使用するよう構成したので、ＦＥＣの冗長度を増加させ
ても、帯域制限の影響を受けず、図７の実線のＦＥＣ符号化利得２０と同等の実効的なＦ
ＥＣ符号化利得が得られる。また、トリビュタリスロット単位で可変ＦＥＣパリティ領域
を増減するよう構成したので、特殊なＯＤＵ多重化方式を必要としないため、光伝送フレ
ームとの親和性に優れ、回路規模の増大を抑えることができ、省電力化を図ることができ
る。さらに、冗長度を可変としても伝送速度を一定としているので、Ｅ／Ｏ１４やＯ／Ｅ
１５を構成する高速部品に要求される動作速度や帯域等の性能が一定で、複数速度での試
験が不要となり、量産性の向上と、低コスト化が可能となる。
【００３２】
　なお、本実施の形態では、可変ＦＥＣパリティを連続したトリビュタリスロットに割当
てる例を示したが、図８に示すように、任意のトリビュタリスロット位置に割当てるよう
構成してもよい。図８は、連続しないトリビュタリスロットに可変ＦＥＣパリティを割当
てる場合のフレーム構成例を示す図である。さらに、固定スタッフ領域（Ｆ－ｓｔｕｆｆ
）も可変ＦＥＣパリティ領域として使用してもよい。
【００３３】
　また、本実施の形態では、ＯＴＵｋフレームにおける可変ＦＥＣパリティ領域の割当て
について説明したが、ＯＴＵｋフレームに限らず、情報データを格納するペイロードと情
報データに対応する誤り訂正符号を格納する符号領域とを格納するフレームであれば、同
様にペイロードのＮＵＬＬ部分または情報データを格納する部分を減少させて可変ＦＥＣ
パリティ領域の格納領域とすることができる。
【００３４】
実施の形態２．
　図９は、本発明にかかる実施の形態２の可変ＦＥＣパリティ領域の割当方法の一例を示
す図である。本実施の形態の光伝送システムの構成および光伝送装置１－１，１－２の構
成は、実施の形態１と同様である。以下、実施の形態１と異なる部分を説明する。
【００３５】
　実施の形態１では、ユーザデータを収容するトリビュタリスロット単位に可変ＦＥＣパ
リティ領域を設定する例を示したが、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃｃｍｅｎｄａｔｉｏｎ　Ｇ．７
０９に示されたＧＭＰ（Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｍａｐｐｉｎｇ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）による
固定スタッフ領域を可変ＦＥＣパリティ（ＶＦＰ）領域として使用するよう構成してもよ
い。ここで、ＧＭＰは、ペイロード領域とユーザデータとの周波数差を、分散的に固定ス
タッフを挿入することで補間するものである。図９では、ＧＭＰにより固定スタッフが挿
入される領域を可変ＦＥＣパリティとした例を示している。
【００３６】
　図１０は、本実施の形態のトリビュタリスロット割当ての手順（フレーム構成手順）の
一例を示すフローチャートである。まず、光伝送装置１－１，１－２は、実施の形態１と
同様に、光伝送システムの通信路の品質を算定し（ステップＳ１１）、必要となる符号化
利得を算出する（ステップＳ１２）。これにより、ＶＦＰで必要となる冗長度が決定され
るので、クライアント信号の最大収容帯域を設定し（ステップＳ１３）、ＧＭＰ処理によ
り求めた固定スタッフを可変ＦＥＣパリティ領域として設定する（ステップＳ１４）。
【００３７】
　なお、図１０では、ペイロード領域全体にＧＭＰによりクライアント信号を収容した場
合の可変ＦＥＣパリティの割当て例を示したが、例えば、図５に示したようにＯＤＵ０、
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ＯＤＵ２、ＯＤＵ３など複数のＯＤＵを含む場合、それぞれのＯＤＵ内においてユーザ信
号の収容時に使用したＧＭＰによる固定スタッフ分を、可変ＦＥＣパリティに使用する構
成としてもよい。以上述べた以外の本実施の形態の動作は実施の形態１と同様である。
【００３８】
　また、実施の形態１で示したトリビュタリスロットへの可変ＦＥＣパリティの割当てと
、本実施の形態で示したＧＭＰによる固定スタッフへの可変ＦＥＣパリティの割当てを併
用してもよい。
【００３９】
　以上のように、本実施の形態では、ＧＭＰによる固定スタッフへの可変ＦＥＣパリティ
を割当てるようにした。このため、光伝送フレームとの親和性に優れ、ＦＥＣの冗長度を
増加させても、伝送速度は増えず、高品質な光伝送を実現することができる。
【００４０】
実施の形態３．
　図１１は、本発明にかかる実施の形態３の可変ＦＥＣパリティ領域の割当方法の一例を
示す図である。本実施の形態の光伝送システムの構成および光伝送装置１－１，１－２の
構成は、実施の形態１と同様である。以下、実施の形態１と異なる部分を説明する。
【００４１】
　実施の形態１および実施の形態２では、ペイロード領域のトリビュタリスロットやＧＭ
Ｐ収容による固定スタッフを可変ＦＥＣパリティに使用する例を示したが、図１１に示す
ように、ペイロード領域とＦＥＣパリティ冗長領域との割合をｙ列分変更するよう構成し
てもよい。すなわち、ＦＥＣパリティ冗長領域をｙ列分増やすとともに、ペイロード領域
をｙ列分減少させるようにしてもよい。すなわち、増やしたｙ列分が可変ＦＥＣパリティ
領域となる。以上述べた以外の本実施の形態の動作は実施の形態１と同様である。
【００４２】
　また、実施の形態１で示したトリビュタリスロットへの可変ＦＥＣパリティの割当てと
、本実施の形態で示したＧＭＰによる固定スタッフへの可変ＦＥＣパリティの割当てと、
のうちいずれか一方または両方と本実施の形態の可変ＦＥＣパリティの割当てを併用して
もよい。
【００４３】
　以上のように、本実施の形態では、ペイロード領域とＦＥＣパリティ冗長領域との割合
をｙ列分変更するよう構成した。このため、光伝送フレームとの親和性に優れ、ＦＥＣの
冗長度を増加させても、伝送速度は増えず、高品質な光伝送を実現することができる。
【００４４】
実施の形態４．
　図１２は、本発明にかかる実施の形態４の可変ＦＥＣパリティ領域の割当方法の一例を
示す図である。本実施の形態の光伝送システムの構成および光伝送装置１－１，１－２の
構成は、実施の形態１と同様である。以下、実施の形態１と異なる部分を説明する。
【００４５】
　実施の形態１、実施の形態２および実施の形態３では、ＯＴＵｋフレームのＦＥＣパリ
ティ冗長領域を列４０８０までとしペイロード領域内の一部を可変ＦＥＣパリティに割当
てた例を示したが、図１２に示すように、ＦＥＣ冗長領域を拡大する可変割当てと、実施
の形態１、実施の形態２、実施の形態３の方式のうち少なくとも１つによるペイロード領
域内の可変ＦＥＣパリティ割当てと、を併用するようにしてもよい。
【００４６】
　ＦＥＣ冗長領域を拡大する方法だけでは、上述のように伝送速度が増えてしまうが、ペ
イロード領域内の可変ＦＥＣパリティ割当てと併用することにより、ＦＥＣ冗長領域を拡
大する量を少なくすることができ、伝送速度の上昇を抑えることができる。
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　以上のように、本発明にかかるフレーム生成方法、光伝送装置および光伝送システムは
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、誤り訂正符号を格納したフレームを伝送する光伝送システムに有用である。
【符号の説明】
【００４８】
　１－１，１－２　光伝送装置
　２　通信路
　１１　マッピング部
　１２　ＯＤＵ多重部
　１３　ＯＴＵフレーム生成部
　１４　Ｅ／Ｏ
　１５　Ｏ／Ｅ
　１６　ＯＴＵフレーム終端部
　１７　ＯＤＵ多重分離部
　１８　デマッピング部
　２０　ＦＥＣ符号化利得
　２１　実効的な符号化利得
　２２　帯域制限

【図１】

【図２】

【図３】
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